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     2年 山浦祥吾 
          1年 池田祥子、賀来素直、金原守人、須郷直也、田仲航、小松周平 

OB 大谷直弘 本多直也 高木大地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真右上：雪上確保訓練：スリップ！滑落する山浦（2年）を確保する賀来（1年） 

右下：分散行動 3日目剱頂上 

左上：剱沢定着合宿ＢＣ 

左下：剱沢上部雪渓の訓練場(2日目）    
 
行動概要 

8月 4日（土）移動日 新宿発高速バス発～富山 
8月 5日（日） 室堂～雷鳥沢～剱沢ＣＳ 
8月 6日（月） 分散行動１日目：八つ峰Ⅵ峰Ｃフェース剣稜会ルートへ 2パーティー、剱本峰へ一般

道から 1パーティーを分散行動で各々出す。各々無事行動を終え剱沢ＣＳに帰着。 
8月 7日（火） 分散行動２日目：源治郎尾根、雄山に２隊出すものの源治郎隊は途中でタイムアップ

の為引き返す、雄山隊は入山で足を痛めた１年の具合が良くなく、別山までの行動で

引き返す。 
8月 8日 （水） 分散行動３日目：全員にて剱本峰へ一般道から登頂。 
8月 9日 （木） 雪渓訓練１日目：内蔵助カールにて雪上訓練。直登・直下降・斜下降・斜登高・トラ

バース・滑落停止・グリセードの訓練。 



8月 10日（金） 雪渓訓練 2日目：剱沢上部雪渓にて雪上訓練。１日目のおさらい、ロープワーク（確
保訓練）ボディ・ビレイ、確保機を使用しての確保訓練。※飯田主将はインド・ザン

スカール遠征準備の為、ハシゴ谷乗越し経由で黒部ダムに下山。 
8月 11日（土） 剱沢ＣＳを撤収して雷鳥沢ＣＳに移動、明日からの後半縦走に備える。足首と足の指

（爪）を痛めた１年生２名を室堂から下山させる。 
明日からの後半縦走に備え、装備と食糧の再パッキングと午後から束の間の休養。 

8月 12日（日） 雷鳥沢ＣＳ～竜王～五色ケ原ＣＳ 
竜王の下りで１年が捻挫、室堂経由で下山させ縦走隊はそのまま五色ケ原ＣＳへ。 
上級生 2名帯同、その後本体に合流。 

8月 13日（月） 五色ケ原ＣＳ～越中沢岳～スゴ乗越ＣＳ  順調に南下する。 

8月 14日（火） スゴ乗越ＣＳ～薬師岳～薬師峠ＣＳ  順調に南下する。 

8月 15日（水） 
停滞 

前日 1年が食当中に火傷、大事をとって太郎小屋から有峰口へ下山させる。 
上級生 1名を帯同させ、富山市内の病院で治療、帰京させる。 

8月 16日（木） 薬師峠ＣＳ～薬師沢小屋～鷲羽～三俣蓮華ＣＳ。順調に南下する。 

8月 17日（金） 三俣蓮華ＣＳ～双六～槍ヶ岳肩の小屋ＣＳ 
8月 18日（土） 槍ヶ岳肩の小屋ＣＳ～千丈乗越し～新穂高温泉  下山。 

（大谷監督・記） 
 

平成２４年度 理事・評議委員会報告 

４月２４日（火）千石部室（出席者：山本、原田、大谷、古野、若林、学生） 
  ・２０１２年度総会について 
  ・学生の山行報告、計画及び来春の学生海外登山について 
  ・会報発行について 
  ・エベレスト基金委員会について 
５月２９日（火）千学部室（出席者：原田、高澤、大谷、古野、学生） 
  ・総会用パンフレット内容について 
  ・学生の山行報告、計画、JAC学生部ザンスカール参加、来春の学生の海外登山 
  ・暑気払いの準備について 
６月２６日（火）千石フェニックス喫茶店（出席者：山本、原田、高澤、大谷、古野、若林） 
  ・総会パンフ発送及び会費、ザンスカール遠征協力金、遭難対策協力金について 
  ・学生の山行報告・計画（初夏合宿）及び来春の海外遠征について 
  ・暑気払いの準備 
７月３１日（火）千石フェニックス喫茶店（参加者：山本、高緑、原田、高澤、大谷、古野、家口） 
  ・短信１５８号欠番について、次回は１６０号とする 
  ・学生の山行、報告、海外遠征について 
  ・JAC学生部ザンスカール遠征計画について 
  ・秋季天幕懇親会（日本山岳会上高地山岳研究所）の対応について 
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ング、ゴルフ、釣り、温泉旅行、マーヂヤンに明け暮れた。しかしスキーだけは真面目に続けてい

た。１月の苗場、2月の北海道、3月の八方尾根は毎年の行事で、生き甲斐でもあった。北海道で

は小島八郎先輩に毎年お世話になった。 

病後、山は眺めるだけとなったが、それでも松田さんの紹介でエーデルワイス、坂倉登紀子さん

のヨーロッパツアーやシャモニーやカナダのトレッキングに参加させてもらった。その小脳腫瘍は

平衡感覚を司る部位だった 。腫瘍の切除とリハビリで 3ヶ月、入院し 80 パーセント回復できた

が、大きな変化は方向感覚機能が失っていたことであった。しかしよくしたもので月日の経過にと

もないその分、勘がすごく研ぎ澄まされた。 

1987 年、手術２年後スキーを再開した。アンヌプリではバツケンをつけるのに下を向いていた

ら滑る方向が分からなくなって困った。次の年には大雪山で地元の人さえ出動を躊躇した吹雪の中、

スキーの遭難者を救い出せた。その時、姿見温泉ホテルでは一寸したヒーローとなったが、偶然か

も知れないが勘の閃きは方向音痴を克服した気がした。それにもまして、父の山における権威を同

行した子供にみせた快挙ともなった。しかしいまでも脳の磁石は困ったことに狂ったままだ。どう

も私の方位磁石は小脳にあるらしい。 

1992 年 62 歳となったことからスキーは断念した。骨折転倒事故が怖かったし、平衡感覚失調で

上手くスキーが出来なくなったことによる。しかしこれで暴走スキーに歯止めをかけたこととなっ

た。これも病気のお陰、「塞翁が馬」だと今思っている。 

スキーをやめた時ゴルフ、釣り、その他の趣味も全部捨て昔に戻って「山歩き専門」とした。  

本来私の登山スタイルはピークハント型だったが、これからは信仰登山スタイル型に変えた。とに

かく山歩きが楽しくてよく歩いた。相棒は近くに住んでいてオールサンデーの渡辺先輩で、多く毎

週水曜日だったが 10 年で約 450 全天候型の山行している。近郊の有名な山はほとんど登りつくし

た感じである。  

だいぶ以前から、なぜ私は山に登るのか謎だった。山が私を呼んでいた。山の頂には極楽浄土が

あり何時の日かそれに逢える。「そこに到達したい」と私なりの巡礼の旅を続けていた。   

 1989 年宮原さんのツアーでネパールのパシュパネパートに赴いたときの事だが、聖なる流れバ

クマテ河 (この河は聖なるガンジスの上流) に天国への入り口を見て強烈な衝撃を受けたことが

あった。 

当時私には山に行かずにはいられない「何か」が長い間の疑問だった。山に駆り立てた『モノ』

は何か見出せなかった。しかし、この場所にたどり着いたとき、これこそ長い間探し求めた「モノ」

の正体とみえた。それは私が到着したとき二人の遺体が荼毘にふされ、また毛布に包まれた遺体が

薪の上に安置されていた。その数メートル先には今まさに息を引きとらんとする老人が横たわりそ

の家族が取り囲み死のその瞬間を待っていたかにみえた。 

それは悲しむどころかこの聖地より天国より送り出せる誇らしげな姿にさえ見えた。ガイドをし

てくれた大河原氏の説明によると家族はその時まで 1ヶ月もここに滞在するそうだ。 

荼毘に付された死者は紫煙とともに天に続く階段を登って行ったようにも見えた。やがて焼かれ

た骨はその場から河に流されていった。またその 50 メートル上流では若い夫婦が子供を聖なる流

れに沐浴させていた。  

この壮大な舞台バクマテ河畔はたった 200 メートル足らずの場所だった。 

仏教の極楽絵のような場所が本当に実在していたとは信じられなかった。まさしくこの世の現世

の極楽浄土と確信しこれまでの幾多の山行の到達点と思えた。 

今も私の求めているものは山の頂にある。神秘な静寂な世界、極楽浄土である。たとえこの事が

他人に通じなくとも自分だけは納得していることである。 

 

山に導いてくれた富士山。楽しさを教えてくれた日大山岳部。人との繋がりの大切さを示してく

れた神山先輩 以心伝心を教えてくれた石坂先輩。多くの山の先輩、友達や森羅万象に感謝してい

る。 

今自分の一生を振り返ったとき豊かなときを与ええてくれたものはやはり山登りであった。山登

りを通じてあらゆることを教えて貰った。人間性が培われたのは実に山登を通じてであった。山は

競争がない、こつこつ歩きつづければ必ず目標に到達できる。それはすべての事柄に通じている。



そして何時も、お山の大将でいられて楽しい。この素晴らしい山岳巡礼が続けられるのは最高の人

生だったと思っている。（終）  

 

「富士登山―僕自身の昔と今」 
昭和 37年卒 髙橋正彦 

日大山岳部では剱岳・穂高・冬富士は三大聖地です。 
小生が最初に富士登山したのは 1年部員の 1958年 11月 24日～27日です。約半世紀前です。 
現在ではお金を払えば装備は何でも手に入りますが、当時は出発前日にウサギのナメシ皮を与えら

れ、自分の手形にわせて裁断し、タコ糸で各自が縫って作りました。このオーバーミトンは優れ物

で、その後の冬山・スキー合宿・春山で凍傷にならず大変重宝しましました。 
朝一番に新宿駅から富士吉田駅で下車し、駅から馬返しを経由して 5合目佐藤小屋に暗くなる頃
に到着です。翌日は氷雪訓練、2日目は夏道から頂上です。天候は快晴、南アルプスをはじめ遠く
に北アルプスも見えて遠望は最高です。ところが登路は上部に行くと大きなビ―玉を敷き詰めたよ

うなテカテカのアイスバーンとなり、アイゼンは 2～3mm しか食い込まず、ザイルも結んでいな
いのでつまずいたら一貫の終わりです。（確保する所がないのでザイルは使用しない）、その上、独

立峰ですから時たま突風が吹き荒れます。風を察知したリーダーは突風と叫び、瞬時にピッケルに

全体重をかけ突風体制を取り、突風の去る間、体が一瞬宙に浮く時があります。そんな事で、よく

友人から日本の山で一番怖いのはどこかと聞かれれば冬富士と答えます。理由は北アルプスでもヒ

マラヤでも危険なところはザイルを結んで前進しますので滑落する危険は冬富士に比べれば格段

安全です。こんなことで現役 4年間、富士山に登るのは冬の山と学生時代は思っていました。 
 
それから冬富士は登っていませんが、5 月下旬となると雪も軟くなり 10 数回登っていると思い
ますが今から７年前の 66才の 9月に友人 4名と富士登山したら前夜の深酒が悪かったのか烏帽子
岩（8 合目 3250m）あたりで高山病になりました。本当は下山すべきですが日本の山で高山病に
なるとは夢にも思っていなかったので無理して頂上に行き、お鉢巡りをして下山しました。 
これがきっかけで高山病にトラウマになりしばらく富士山は避けてきました。 

 
今年の春に偶然、河口湖在住の渡辺玉枝さん（エベレスト女性最高齢登頂者）に逢い、富士山に

登っていますかと聞かれ、最近は登っていませんと答えたところ、70 才過ぎて頂上に登ると山頂
の浅間神社奥宮で記帳してお神酒と扇子を頂けると聞いたので、これは何がなんでも挑戦しなくて

はと思い、体力比較のため山岳部同期の鈴木馨・外林正治（途中退部）を誘い、3名でコースも最
短距離といわれる冨士宮口とし、（吉田口 15km,富士宮 10km）初日（7月 22日）は 8合目池田館
（3250m）泊まり、翌 23日夜中の２時に起床で山頂の御来光を目指して登りますが、一人がピッ
チ上がらず、「頑張な」、と言って聞かせビスタリー・ビスタリー（ネパール語でゆっくりという意

味）御来光には間に合わなかったが３名とも高山病にならず快晴のもと登頂出来ました。若い頃の

ようにはゆかないが 80才でも挑戦したいと思います。 
聞けば前日（7月 22日）NUACの仲間も東北震災の高校生 70名を連れて吉田口から登頂した
とのこと、NUAC も関係者の努力では新入部員も入り久しぶりの二桁部員とのこと、安全第一で
よい登山をしてくれること期待します。（2012.7.30記） 
注）冬冨士は 1997年 11月から合宿直前に冨士が積雪不足（15cm）で訓練不能となり、それ以降の氷雪合宿

は八方尾根に変更となりました。                
 



「雷に撃たれて」 
平成 4年卒 家口寛 

今年のゴールデンウィーク（G.W）最終日 5 月 6 日、午前 9 時に風雪の槍ヶ岳頂上を後にトッ
プが僕、セカンド A、シンガリ B の順に 3 人パーティーは上高地に下山を開始した。槍ヶ岳山荘
まで行けば、高速道路のように快適で安全な道を上高地まで行くだけだ。強さをました風雪のため

槍ヶ岳山荘は見えないが、3人は確実に山荘に向っていた。トップの僕は、山荘まで最期の鎖場を
降り、A と B が追い付くのを待っていた。その時風が強まり滑落すると危ないとの思いから鎖を
持った瞬間、両手から火の玉が見え、視界が揺らぎ大きな衝撃が体を貫き力が入らず倒れた。 
この山行は僕にとって 11年ぶり、Aと Bは初めての北鎌尾根たった。入山前から G.W後半は
天気が悪いとの予報が的中し、3日の入山日も雨だった。信濃大町からタクシーで高瀬ダムまで行
くはずが、昨夜からの雨量が多すぎ七倉のゲートが開かない。仕方がないため徒歩で行くことにす

る。ゲート脇で登山届を提出する際、受付のおばちゃんに「水量が多すぎて千天出合までいけない

から無理するな」と言われるが、「ダメなら帰ってきますよ」と伝え入山をした。 
雨は湯俣に着くころには上がり青空が見えてきた。湯俣からは千天出合までは廃道だ。11 年ぶ

りの廃道は荒廃が進んでいるが、昔の感と卓越したルートファインティング能力（笑い）を駆使し、

千天出合の吊橋跡地の徒渉点まで川に入らずに済んだ。しかし水量は半端ではない。今までも何度

かこのシーズンに北鎌には来たが、水量は一番多い。メンバーの A は「家口さん無理ですよ、渡
れる気がしないから帰りましょう」と言っている。ここは何としてでも渡りきらねばチームリーダ

ーとして面子が立たない。ズボン、パンツや靴を脱ぎ、下半身は裸となって徒渉を開始するが、雪

解け水の川に入った瞬間に心が折れそうになる。頑張ってはみるがあまりの冷たさと水量に、あっ

さり心は折れ直ぐに岸に引き返した。その後 B が挑戦するも、水量に足をとられ倒れ全身ずぶ濡
れとなり、時間切れのため幕営をする。翌 4日は朝から晴れ、川の水量は全く減らないが、流れが
ゆるく渡れそうな箇所を見つけ徒渉を成功させた。その後順調に P2、P3と登り、その日は P4ま
での途中で泊まる。5日も朝は晴れ、北鎌のコル、独標と順調に進む。途中、独標を過ぎたピーク
に、この冬救出された学生の荷物がテントで覆われデポしてあった。デポされた荷物は、荒らされ

ておらず多少覆っているテントに穴が開いている程度だった。荷物を持って帰りたいと思うがあま

りにも置いてある荷物が多く、そのままにしてその場を後にした。時間は午後 2時、その頃から天
候が降り始め、天場の北鎌平に着いた頃には暴風雪となる。その夜、悪天により北アルプス各山で

多重遭難が起きていることがラジオから聞こえてきた。槍ヶ岳周辺では雷がバンバン落ちていた。

「雷に撃たれたらどうなるんだろう？」「遠ければ、ピカと光ってゴロゴロと音が聞こえて分かる

けど、直撃なら分からなく死んでるんじゃないの」など、テントの中の話題は自然と雷の話となっ

た。その夜は、夜中暴風雪が続いていた。 
最終日の 6日の朝は、昨夜より勢いはおさまるが風雪は続いている、ただし雷は無くなった。気
象予報では、昼になるにしたがい悪化するため、穂先を目指し行動を開始した。穂先に取りついた

時には暴風雪となり、危険のためザイルを出す。風雪のため声が聞こえずピッチを細かく切り 4
ピッチで頂上。ザイルを束ねている途中に遠くで雷鳴が聞こえたため、早々に槍ヶ岳山荘に向けて

下山を開始した。下山は、梯子、鎖を使用し、また時にはダブルアックスのクライムダウンを行い、

暴風雪のため見えないが確実に山荘へは近づいていた。山荘までの最期の鎖の末端まで来たとき、

僕はメンバーを待つため止まって後ろを振り向いた。セカンドの A はちょうど鎖に全体中を預け
てぶら下がりながら降りていた。シンガリの Bは岩陰で見えなかった。その時、風にあおられた。
危険なため離していた鎖を持った瞬間、その手から火球が見え体を衝撃が貫いて倒れた。視界は歪
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